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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第３四半期連結
累計期間

第25期
第３四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自　2021年10月１日

至　2022年６月30日

自　2022年10月１日

至　2023年６月30日

自　2021年10月１日

至　2022年９月30日

売上高 （千円） 7,042,028 6,841,185 8,843,952

経常利益 （千円） 563,802 765,984 584,202

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 382,065 527,642 399,980

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 382,065 527,642 399,980

純資産額 （千円） 3,335,210 3,842,269 3,353,214

総資産額 （千円） 5,830,887 6,172,962 5,995,751

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 36.14 49.91 37.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 35.92 49.67 37.61

自己資本比率 （％） 57.1 62.1 55.8

 

回次
第24期

第３四半期連結
会計期間

第25期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　2022年４月１日

至　2022年６月30日

自　2023年４月１日

至　2023年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 8.51 9.32

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」および「株式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しており、当該信託

が保有する当社株式を（四半期）連結財務諸表において自己株式として表示しております。そのため、当該

信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期（当期）純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に含めております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態および経営成績の状況

①経営成績

　当第３四半期連結累計期間（2022年10月１日～2023年６月30日）（以下「当四半期」という。）におけるわが国

経済は、新型コロナウイルス感染症による社会活動の制限が徐々に緩和され、経済活動の正常化が進むことへの期

待感から、景気は緩やかな回復基調にあります。しかしながら、原材料価格やエネルギー価格の高騰等により、消

費者の生活防衛意識はこれまで以上に高まっており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当社では、2023年５月15日に開示いたしました中期経営計画に基づき、新たなビジョン、パーパスである「たく

さんのつくりたいをかなえる」、「つくる喜びと食べる幸せを世界にめぐらせる」状態の実現に向けて、事業基盤

の強化を推進しております。

　2023年５月10日には、資本業務提携先の不二製油株式会社と共同で立ち上げた新ECメディア「cotta tomorrow」

をリリースいたしました。以前よりお問い合わせをいただく機会が多かった、“グルテンフリーやプラントベース

のメニューを用意したい”というBtoB事業のお客様、“子どものアレルギーを気にせずおやつを作ってあげたい”

というBtoC事業のお客様、それぞれのお声にお応えすべく、豆乳由来のバターやチーズ、米粉やオーガニック食材

などを、レシピとセットで提案をしており、好評を頂いております。

　当四半期においても、引き続きお客様一人当たりの客単価上昇を重視する経営戦略を継続しており、特に客単価

が高いBtoB事業へ経営資源を優先投入してきたことが収益性の向上に結び付いております。今後も、製菓・製パン

業界におけるマーケットリーダーの地位を確立するべく、品揃えやプロモーションの改善、お客様との接点強化や

サービス拡充等により、事業拡大を図る予定であります。

　以上の結果、売上高6,841,185千円（前年同四半期比2.9％減）、営業利益738,378千円（同37.0％増）、経常利

益765,984千円（同35.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益527,642千円（同38.1％増）となり、第１四半

期、第２四半期と同様に、当四半期においても過去最高益を更新することが出来ました。

　なお、当社グループは、菓子・パン資材および雑貨等の販売事業を主要な事業としており、他の事業セグメント

の重要性が乏しいため、セグメント別の記載を省略しております。

 

②財政状態

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、6,172,962千円となり、前連結会計年度末と比べ177,211千円増

加しました。これは、主に、在庫商品を出荷したことにより棚卸資産が減少した一方で、営業活動によるキャッ

シュ・フローの獲得などにより現金及び預金が増加したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、2,330,692千円となり、前連結会計年度末と比べ311,843千円

減少しました。これは、主に、支払手形及び買掛金が減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、3,842,269千円となり、前連結会計年度末と比べ489,054千円増

加しました。これは、主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるも

のであります。
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(2）会計上の見積りおよび当該見積りに用いた仮定

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積りおよび当該見積りに用いた仮定の記載について重要

な変更はありません。

(3）経営方針・経営戦略等

　当社は、事業環境の大幅な変化を踏まえ、事業基盤の強化とBtoB事業の拡大により、製菓・製パン業界における

マーケットリーダーの地位を確立することを目指し、新たな中期経営計画(2023-2026)を策定いたしました。詳細

については、2023年５月15日に開示いたしました「中期経営計画策定に関するお知らせ」をご参照ください。

(4）優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上および財務上の課題について重

要な変更および新たに生じた課題はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。

(7）資本の財源および資金の流動性についての分析

　当第３四半期連結累計期間において、資本の財源および資金の流動性について重要な変更はありません。

　当第３四半期連結会計期間の末日現在において重要な資本的支出の予定はありません。

　なお、当第３四半期連結会計期間末における借入金およびリース債務を含む有利子負債の残高は1,361,920千円

となっております。また、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,941,315千円と

なっております。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,600,000

計 21,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,134,413 11,134,413

東京証券取引所

（グロース市場）

福岡証券取引所

（Ｑ－Ｂｏａｒｄ）

単元株式数

100株

計 11,134,413 11,134,413 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日

（注）

17,100 11,134,413 2,519 651,991 2,519 611,350

（注）新株予約権の行使による増加であります。

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 389,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,723,200 107,232 －

単元未満株式 普通株式 4,313 － －

発行済株式総数  11,117,313 － －

総株主の議決権  － 107,232 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」および「株式給付信託（Ｂ

ＢＴ）」制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有している当社株式

155,200株（議決権の数1,552個）が含まれております。なお、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産と

して信託が保有する当社株式に係る議決権の数522個は、議決権不行使となっております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式600株（議決権の数６個）が含まれ

ております。

３．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ｃｏｔｔａ
大分県津久見市大字

上青江4478番地８
389,800 － 389,800 3.50

計 － 389,800 － 389,800 3.50

（注）１．上記のほか、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」および「株式給付信託（ＢＢＴ）」制度の信託財産とし

て、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有している当社株式155,200株を四半期連結財務諸表に

おいて自己株式として表示しております。

２．上記のほか、自己名義所有の単元未満株式26株を保有しております。

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）および第３四半期連結累計期間（2022年10月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社ｃｏｔｔａ(E02982)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,801,308 2,081,324

受取手形及び売掛金 353,898 306,973

棚卸資産 1,837,761 1,787,383

その他 283,061 262,092

貸倒引当金 △3,960 △4,060

流動資産合計 4,272,070 4,433,713

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 886,761 853,377

土地 392,744 392,744

その他（純額） 203,236 180,491

有形固定資産合計 1,482,742 1,426,614

無形固定資産 62,432 57,434

投資その他の資産 178,505 255,200

固定資産合計 1,723,681 1,739,249

資産合計 5,995,751 6,172,962

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 646,772 445,039

短期借入金 740,000 740,000

１年内返済予定の長期借入金 146,844 246,844

未払法人税等 137,872 151,816

契約負債 12,885 12,988

賞与引当金 29,361 7,718

その他 327,056 339,549

流動負債合計 2,040,792 1,943,956

固定負債   

長期借入金 551,312 341,179

株式給付引当金 16,454 18,265

退職給付に係る負債 7,605 8,814

その他 26,371 18,477

固定負債合計 601,743 386,736

負債合計 2,642,536 2,330,692

純資産の部   

株主資本   

資本金 649,472 651,991

資本剰余金 622,640 625,159

利益剰余金 2,335,214 2,819,947

自己株式 △262,148 △261,571

株主資本合計 3,345,179 3,835,527

新株予約権 8,035 6,741

純資産合計 3,353,214 3,842,269

負債純資産合計 5,995,751 6,172,962
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 7,042,028 6,841,185

売上原価 4,822,500 4,490,141

売上総利益 2,219,528 2,351,043

販売費及び一般管理費 1,680,665 1,612,665

営業利益 538,862 738,378

営業外収益   

受取利息及び配当金 33 37

協賛金収入 21,682 17,235

電力販売収益 7,871 6,907

その他 5,232 14,052

営業外収益合計 34,819 38,232

営業外費用   

支払利息 6,731 5,769

電力販売費用 2,170 2,036

その他 977 2,820

営業外費用合計 9,880 10,626

経常利益 563,802 765,984

特別利益   

受取補償金 － 1,865

特別利益合計 － 1,865

特別損失   

固定資産除却損 － 9

棚卸資産廃棄損 4,315 －

特別損失合計 4,315 9

税金等調整前四半期純利益 559,487 767,841

法人税、住民税及び事業税 160,791 233,362

法人税等調整額 16,630 6,836

法人税等合計 177,421 240,198

四半期純利益 382,065 527,642

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 382,065 527,642
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 382,065 527,642

四半期包括利益 382,065 527,642

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 382,065 527,642

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日
至　2022年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 100,062千円 92,184千円

のれんの償却額 35 35

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月26日

取締役会
普通株式 43,715 4.0 2021年９月30日 2021年12月27日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金671千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月25日

取締役会
普通株式 42,909 4.0 2022年９月30日 2022年12月26日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金631千円が含まれております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、菓子・パン資材および雑貨等の販売事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、菓子・パン資材および雑貨等の販売事業を主要な事業としており、(セグメント情報等)の記

載を省略しているため、セグメント別には記載しておりません。なお、顧客との契約から生じる収益の認識時期

の区分につきましては、すべて「一時点で移転される財またはサービス」であります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日
至　2022年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年６月30日）

製品・商品の販売 6,921,950千円 6,713,742千円

その他 120,078 127,443

顧客との契約から生じる収益 7,042,028 6,841,185

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 7,042,028 6,841,185
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日
至　2022年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 36円14銭 49円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
382,065 527,642

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
382,065 527,642

普通株式の期中平均株式数（株） 10,572,951 10,572,314

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 35円92銭 49円67銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） 63,378 50,606

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（注）株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託制度における信託が保有する当社株式を、「１株当

たり四半期純利益」および「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております（前第３四半期連結累計期間163,046株、当第３四半期連結累計期間155,799

株）。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（取得による企業結合）

　当社は、2023年８月14日開催の取締役会において、アスコット株式会社の全株式を取得し、連結子会社化する

ことについて決議し、2023年８月14日付で株式譲渡契約を締結いたしました。

 

（１）企業結合の概要

　　　①　被取得企業の名称およびその事業の内容

　　　　　被取得企業の名称　　アスコット株式会社

　　　　　事業の内容　　　　　荒物雑貨卸業

　　　②　企業結合を行った主な理由

　当社グループは、主にインターネット通販サイト「ｃｏｔｔａ（コッタ）」による製菓・製パン用食

材および包装資材等の卸売事業（通信販売）をコア事業としながら、株式会社ヒラカワ（以下「ヒラカ

ワ」といいます。）を中心に生協向けの荒物雑貨商品群の企画・販売にも注力しております。

　このたび株式を取得するアスコット株式会社（以下「アスコット」といいます。）は、ヒラカワ同様

に生協向けの荒物雑貨卸売を主業としております。ヒラカワの主要な販売先は九州管内の生協であり、

一方アスコットの主要な販売先は関東から東海、関西管内の生協であるため、両社で販売先や売れ筋商

品、仕入ルートや配送拠点等の経営資源を共有することにより、相互に事業拡大が期待できます。

　以上のように、アスコットが当社グループに加わることにより、主に生協向けビジネスのシェア拡大

やスケールメリットを享受でき、ひいては当社グループの企業価値向上に資するものと判断し、株式を

取得し子会社化することを決定いたしました。

　　　③　企業結合日

　　　　　株式取得日：2023年10月１日（予定）

　　　④　企業結合の法的形式

　　　　　株式取得

　　　⑤　結合後企業の名称

　　　　　変更はありません。

　　　⑥　取得する議決権比率

　　　　　100％

　　　⑦　取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　　　当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。

 

（２）被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

　株式譲渡先との合意により非公表とさせていただきますが、適正な株価算定に基づいて合理性を判断して

おります。

 

（３）主要な取得関連費用の内容および金額

　　　現時点では確定しておりません。

 

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

　　　現時点では確定しておりません。

 

（５）企業結合日に受け入れる資産および引き受ける負債の額ならびにその主な内訳

　　　現時点では確定しておりません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月９日

株式会社ｃｏｔｔａ

取締役会　御中
 

太陽有限責任監査法人

九州事務所
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 沖　　　　聡　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 柴田　　直子　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ｃｏｔ

ｔａの2022年10月１日から2023年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年10月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ｃｏｔｔａ及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

EDINET提出書類

株式会社ｃｏｔｔａ(E02982)

四半期報告書

15/16



の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ｃｏｔｔａ(E02982)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

